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二
月
十
六
日
︵
月
︶
に
、
大
船
渡
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
﹁
大
船
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

委
員
研
修
会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
委
員
と
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
福

祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
大
船
渡
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
政
区
ご
と
に
委
嘱
し
て
い
る
方
々
で
、
社

協
事
業
へ
の
協
力
や
、
見
守
り
活
動
や
声
掛
け
を
通

じ
て
地
域
住
民
の
生
活
課
題
・
福
祉
課
題
を
早
期
発

見
す
る
﹁
地
域
の
ア
ン
テ
ナ
役
﹂
で
あ
り
、
ま
た
、

近
隣
住
民
に
も
働
き
か
け
、
と
も
に
発
見
し
た
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
地
域
の
福
祉
活
動
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
社

協
で
案
内
す
る
行
事
な
ど
へ
の
協
力
や
、
地
域
住
民

へ
の
周
知
も
地
域
福
祉
委
員
の
役
割
で
す
。

　

研
修
会
で
は
、
元
奥
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務

企
画
課
長
で
、
現
在
は
秋
田
看
護
福
祉
大
学
で
講
師

を
務
め
る
吉
田
守
美
さ
ん
が
、﹁
地
域
福
祉
の
推
進
と

福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
﹂
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　

学
生
さ
ん
の
指
導
や
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験
、

他
の
社
協
の
事
業
紹
介
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
の

講
演
を
聴
講
し
た
委
員
の
方
々
は
、
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
が
地
域
の
力
を
高
め
る
こ
と
や
、
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度

地
域
福
祉
委
員
研
修
会



 ２

陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン

〜
三
月
の
開
催
日
程
〜

　

高
齢
者
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
お
茶

飲
み
の
場
と
し
て
、
左
記
の
日
程
で

サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
開
催
時
間
＝
左
記
の
と
お
り

●
内
容
＝
体
操
、
お
茶
飲
み
会

●
参
加
費
＝
無
料

時　　　間会　　　場開　催　日

●10:00~12:00吉浜地区拠点センター3月 6日(金)

　陽だまりサロン坂本沢公民館3月 9日(月)

●13:00~15:00碁石コミュニティーセンター3月10日(火)

　安心に暮らすための三陸公民館3月13日(金)

　おはなしギャラリーさかい3月17日(火)

下中井公民館3月20日(金)

小通公民館3月23日(月)

猪川地区公民館3月24日(火)

綾姫ホール3月27日(金)

陽だまりサロン日程表

■
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

平
成
二
十
六
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

大
船
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
を
開
拓

す
る
目
的
で
七
月
か
ら
順
次
各
種
教

室
︵
手
話
、
点
字
な
ど
︶
を
開
催
し

ま
し
た
。三
月
に
は
次
の
二
教
室︵
講

座
︶
を
開
催
し
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
は
絵
本
や
子
ど
も
が

好
き
な
方
に
お
す
す
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
あ
な
た
も
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝︿
一
日
目
﹀三
月
四
日︵
水
︶

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で︿
二
日
目
﹀

三
月
八
日
︵
日
︶
午
前
十
時
か
ら
正

午
ま
で 
※
二
日
コ
ー
ス

●
場
所
＝
お
は
な
し
サ
ロ
ン
︵
盛
駅

前
通
り
︶

●
講
師
＝
読
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
﹁
お
は
な
し
こ
ろ
り
ん
﹂
会
員

●
定
員
＝
十
人
前
後

■
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

防
災
・
減
災
や
地
域
力
に
関
す
る

理
解
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

●
日
時
＝
三
月
五
日
︵
木
︶
午
後
一

時
か
ら
三
時
ま
で

●
場
所
＝
大
船
渡
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
︵
大
船
渡
警
察
署
裏
︶

●
内
容
＝
㈰
講
義
﹁
災
害
時
と
復
興

期
の
地
域
に
お
け
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
意
味
と
可
能
性
﹂　

㈪
実

践
﹁
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
技
法
の
習

上手な読み聞かせのしかたを学
びましょう。（写真は前年度）

得
﹂︵
避
難
所
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
／
地
域
で
実
践
！
コ

ミ
ュ
二
テ
ィ
づ
く
り
︶

●
講
師
＝
相
馬
満
枝
氏
︵
岩
手
県
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　

被
災
地
支

援
活
動
担
当
︶
、
山
内
直
子
氏
︵
宮
城

県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

長
︶

●
定
員
＝
三
十
人

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
申
込

み
・
問
合
せ
先
＝
大
船
渡
市
社
会
福

祉
協
議
会
︵
Ｙ
・
Ｓ
セ
ン
タ
ー
内
�

二
七
ー
〇
〇
〇
一
︶

※
各
講
座
と
も
参
加
費
は
無
料
で
す
。

＊補償期間は平成27年４月1日〜平成28年3月31日
　中途で加入する場合も上記の保険料になります。
◎取扱代理店／(株)福祉保険サービス
◎引受損害保険会社／損害保険ジャパン日本興亜(株)
◎団体契約者／（社福）全国社会福祉協議会
★お申し込みは大船渡市社会福祉協議会(�27―0001)まで

●補償金額（保険金額)・保険料

ボランティア活動中のケガ・賠償事故を補償。天災タイプ
では地震・津波によるケガにも対応します。

ＢプランＡプラン

1,800万円1,200万円死亡保険金

保　

障　

金　

額

1,800万円1,200万円後遺障害保険金（限度額）

10,000円6,500円入院保険金（1日につき）

100,000円65,000円入院中手術保険金

50,000円32,500円外　来

6,000円4,000円通院保険金（1日につき）

上記の各保険金額に同じ特定感染症保険金

300万円（限度額）葬祭費用保険金（特定感染症）

5億円5億円賠償責任保険金（限度額）

450円300円基本タイプ
年間保険料

650円430円天災タイプ

平成27年度の受付を始めました！

ボランティア活動保険
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﹁
生
活
福
祉
資
金
﹂
貸
付
制
度

ま
ず
は
ご
相
談
を

　

生
活
福
祉
資
金
は
、
他
の
貸
付
が

利
用
で
き
な
い
低
所
得
世
帯
や
障
が

い
者
世
帯
等
へ
、
国
と
県
と
が
資
金

を
出
し
合
い
、
民
生
委
員
や
市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
と
な
っ
て

無
利
子
や
低
利
子
で
資
金
貸
付
を
行

う
制
度
で
す
。

●
利
用
で
き
る
世
帯
＝
低
所
得
世
帯

／
障
が
い
者
世
帯
／
高
齢
者
世
帯
等

●
資
金
の
種
類
・
貸
付
条
件
＝
別
表

の
と
お
り

●
連
帯
保
証
人
＝
原
則
と
し
て
必
要

で
す
が
、
連
帯
保
証
人
を
立
て
な
く

と
も
貸
付
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
貸
付
利
子
＝
連
帯
保
証
人
を
立
て

た
場
合
は
無
利
子
／
連
帯
保
証
人
を

立
て
な
い
場
合
は
年
一
・
五
％

※
﹁
教
育
支
援
資
金
﹂
と
﹁
緊
急
小

口
資
金
﹂
は
連
帯
保
証
人
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
無
利
子
で
す
。

●
延
滞
利
子
＝
償
還
期
限
ま
で
に
償

還
で
き
な
い
場
合
は
残
元
金
に
対
し

年
一
〇
・
七
五
％
の
延
滞
利
子
が
発

生
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
＝
大
船
渡
市
社
会
福
祉

協
議
会
︵
Ｙ
・
Ｓ
セ
ン
タ
ー
内　

�

二
七
ー
〇
〇
〇
一
︶
ま
で
。
お
住
ま

い
の
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
も
相
談

に
応
じ
ま
す
。

償還期間据置期間貸 付 限 度 額資　　　金　　　種　　　類

 　※失業者等、生活の立て直しのために相談支援と生活費用・一時的な資金を必要とし、自立が見込まれる世帯に貸し付ける資金総 合 支 援

20年以内6月以内

(２人以上) 月20万円以内生活支援費資　　 金

(単　身) 月15万円以内　※生活再建までに必要な生活費用

40万円以内住宅入居費　※住宅の賃貸契約に必要な経費

60万円以内一時生活再建費　※日常生活費で賄えない、一時的に必要な経費

　※低所得世帯、障がい者世帯または高齢者世帯に対し次に掲げる経費として貸し付ける資金福 祉 資 金

20年以内

6月以内

580万円以内(以下は目安)福祉費　

（20年）（460万円以内）生業を営むために必要な経費

（8年）
習得期間により技能習得に必要な経費及びその期間中の生計維持費

（130万円〜580万円以内）

（7年）（250万円以内）住宅の増改築、補修、公営住宅の譲り受けに必要な経費

（8年）（170万円以内）福祉用具等の購入に必要な経費

（8年）（250万円以内）障がい者用自動車の購入に必要な経費

(10年)（513.6万円以内）中国残留邦人等の国民年金保険料の追納に必要経費

（5年）療養期間により負傷・疾病の療養に必要な経費及びその期間中

の生計維持費 (170万円〜230万円以内)

（５年）介護期間により介護サービス・障がい者サービス等を受けるために

(170万円〜230万円以内)必要な経費及びその期間の生計維持費

（7年）（150万円以内）災害を受けたことにより臨時に必要となる経費

（3年）（50万円以内）冠婚葬祭に必要な経費

（3年）（50万円以内）住居の移転等、給排水等の設備に必要な経費

（3年）（50万円以内）就職、技能習得等の支度に必要な経費

（3年）（50万円以内）その他日常生活上一時的に必要な経費

8月以内2月以内10万円以内
緊急小口資金 ※緊急かつ一時的に生計の維持が困難に

                            なった場合に貸し付ける小額の費用

　※低所得世帯に対し次に掲げる経費として貸し付ける資金教 育 支 援

20年以内
卒業後   

6月以内

(高校)月3.5万円以内教育支援費資　 　 金

(高専)月6.0万円以内※高校、大学、高等専門学校等に就学するために必要な経費

(短大)月6.0万円以内

(大学)月6.5万円以内

50万円以内就学支度費　※高校、大学、高等専門学校等の入学に際し必要な経費

　※一定の居住用不動産を担保として貸し付ける生活資金不動産担保型

据置期間

終 了 後

契約終了後

3月以内

土地の評価額の7割程度

月30万円以内

不動産担保型生活資金

　※低所得の高齢者世帯対象

生活支援資金

居住用不動産評価額の7割程度 

生活扶助額の1.5倍以内             

要保護世帯向け不動産担保型生活資金

　※要保護の高齢者世帯対象
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ご利用ください！心配ごと相談所
　大船渡市社会福祉協議会では生活上の様々な問題

（生計、職業、結婚、人権など）を抱えている方々

のために、「心配ごと相談所」を開設しています。

　電話での相談にも応じていますのでお気軽にご

利用ください。

●2月・3月の相談日＝2/23(月)、3/2 (月)、3/9(月)、

 　　　　　　　　  3/16(月)、3/23(月)、3/30(月)

●時間＝午前１０時〜正午

●場所＝大船渡市総合福祉センター　�27-5973

﹁
ふ
く
し
川
柳
﹂

　
　
　

課
題
﹁  
傷  
﹂
佐
　々

与
作　

選

古
傷
に
触
れ
た
く
な
い
と
話
題
変
え 

盛
・
金
野　

幸
恵

商
品
は
少
し
の
傷
で
値
切
ら
れ
る 

赤
・
東　
　
　

萬

気
づ
か
ず
に
傷
つ
け
て
い
る
言
葉
あ
り 
日
・
佐
藤
て
る
え

言
い
訳
を
し
て
も
心
に
残
る
傷 

猪
・
今
川　

徹
也

二
度
三
度
メ
ス
に
も
耐
え
た
傷
の
跡 

大
・
新
沼
都
紀
子

目
に
見
え
ぬ
心
の
傷
は
深
い
も
の 

越
・
赤
坂　

睦
夫

腕
白
の
傷
痕
母
の
語
り
ぐ
さ 

立
・
武
田　

み
つ

オ
ペ
の
跡
撫
で
て
ひ
と
ま
ず
安
堵
す
る 
猪
・
村
上　

達
男

幾
つ
も
の
傷
ば
ね
に
し
て
丸
く
い
る 

末
・
滝
田　

澄
子

︽
佳
作
︾

復
興
の
槌
音
心
の
傷
癒
す 

綾
・
村
上
美
恵
子

○
選
者
吟　

傷
口
の
一
つ
一
つ
に
あ
る
ド
ラ
マ ま

で
●
会
場
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
船
渡

●
対
象
＝
福
祉
・
介
護
・
保
育
の
仕

事
や
職
場
に
就
職
を
希
望
す
る
方
、

ま
た
は
関
心
の
あ
る
方

●
相
談
料
＝
無
料

●
そ
の
他
＝
事
前
に
申
し
込
ん
だ
方

の
相
談
を
優
先
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先
＝
岩
手
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー 
沿
岸
担
当
キ
ャ

リ
ア
支
援
員 
坂
本
さ
ん
�
〇
八

〇
ー
八
二
〇
一
ー
〇
二
〇
〇

☆
当
日
お
い
で
に
な
れ
な
い
場
合
で

も
で
き
る
限
り
ご
都
合
に
合
わ
せ
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□次号課題　�歩�
□締め切り　3月5日(木)必着。３句以内。はがき使用。
□投 句 先　市内立根町字下欠125-12
                   「Y・Sセンター」内
　　　　　   市社福協「ふくし川柳」係
□そ の 他　作品によっては、添削する場合もあります。
　　　　　    年度優秀句には賞品呈上。投句歓迎。

　

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、
多
く
の

方
に
福
祉
・
介
護
・
保
育
の
仕
事
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
就
職

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
員
が
資
格
の
取
得
、
求
人
情
報

や
就
労
支
援
な
ど
各
種
相
談
に
応
じ

ま
す
。
履
歴
書
等
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
日
時
＝
三
月
十
二
日
︵
木
︶
と
十

九
日
︵
木
︶
の
午
前
十
時
か
ら
正
午

◎選者から
立春も過ぎ暖かい春も目の前に来ました。雪もあまり降らず災害もなく、
ここはいいところですね。3月に1年分の佳作の中から昨年度の年度賞が決
まります。（4月号発表）楽しみにしててください。

　

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
約
一
か
月
。

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
の
に
、
気
ば
か
り
焦
っ
て
ち
っ
と

も
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
時
に

体
調
を
崩
し
た
り
ケ
ガ
を
し
た
り
し

て
は
、
よ
け
い
に
仕
事
や
用
事
が
た

ま
る
だ
け
。
春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
は
来
た
も
の
の
、

ま
だ
空
気
が
冷
た
く
風
も
強
い
の
で
、

皆
様
も
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
、
転

ん
で
ケ
ガ
な
ど
し
な
い
よ
う
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
。 

︵
Ｎ
︶

福
祉
の
し
ご
と
出
張
相
談

三
月
の
相
談
日
は
十
二
日
・
十
九
日

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
情
報

　

平
成
二
十
七
年
一
月
か
ら
二
月
に
、

次
の
方
々
か
ら
募
金
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。︵
敬
称
・
金
額
略
︶

　
御
山
下
行
政
区
／
末
崎
中
学
校
／

︵
株
︶
ケ
ア
テ
ッ
ク
ス
大
船
渡
出
張
所

沖
縄
か
ら
災
害
支
援
金

　

震
災
後
、
継
続
し
て
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
沖
縄
県
の
糸
満
清
明
病

院
四
八
会
の
方
々
が
、
先
日
、
災
害

支
援
金
を
届
け
る
た
め
に
大
船
渡
市

社
協
事
務
局
を
訪
れ
ま
し
た
。

★
点
字
版
社
協
だ
よ
り
・
声
の
社
協
だ
よ
り

﹁
点
字
版
社
協
だ
よ
り
﹂﹁
声
の
社
協

だ
よ
り
﹂︵
Ｃ
Ｄ
︶
を
お
分
け
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
大
船
渡
市
社
会
福

祉
協
議
会
︵
Ｙ
・
Ｓ
セ
ン
タ
ー
内
�

二
七
ー
〇
〇
〇
一
︶
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

はるばる沖縄から、ありがとうござ
いました。




